
＜生育調査結果と直近の管理＞

コシヒカリの生育は、草丈については昨年より短く、茎数は昨年より多く、出穂期～穂揃期を迎えています。昨年度試

験から試験しておりましたにじのきらめきについては、草丈、茎数共に昨年より少なく、出穂直前～出穂期に入っていま

す。出穂期～穂揃期では湛水状態を維持し、登熟期からは飽水管理の実施をお願いいたします。山田錦の生育につ

いては、草丈は昨年より短く、茎数は昨年並みです。もう間もなく幼穂形成期に入りますので、水利状況を踏まえながら、

飽水管理に切り替えましょう。

＜病害虫発生状況＞

病害：いもち病が一部ほ場で見られました。出穂前の防除がまだのところ、葉いもちの発生が多いところは、穂いもち

への移行を防ぐため必要に応じて薬剤防除を実施しましょう。

害虫：ウンカ類では、セジロウンカ・ヒメトビウンカの発生が見られました。また、イネカメムシ、ホソハリカメムシも確認さ

れておりますので状況を確認しながら適宜農薬散布を実施しましょう。

兵庫県病害虫防除所からの発表でも、カメムシの発生がやや多くなっているとの情報が発信されておりますの

で、出穂前～出穂期にキラップﾌﾛｱﾌﾞﾙ等で防除された後、１週間後にｽﾀｰｸﾙ粒剤など下記に記載の農薬

散布をすすめします。

＜今後の管理について＞

コシヒカリは出穂期～穂揃期です。生育ステージに合わせた水管理（湛水管理）を徹底しましょう。山田錦は穂肥散

布時期（分施型）が近づいています。ほ場での幼穂の長さを確認し、適期施用を行いましょう。出穂期前後は特に水を

要する期間ですので、湛水管理を行ったのち間断潅水（飽水管理）に切り替えましょう。

令和８年度も近年同様に日平均気温の高さから、これまで以上に高温対策が求められます。

高温対策については下記に記載の耐暑肥及び水管理を上手く実施しましょう。

①耐暑肥…ヒノヒカリや山田錦は、出穂５日前を目安に有機入り化成 242 を 8～10 ㎏/10ａを施用しましょう。

②水管理…水温や地温を下げる対策として、地域の水利状況を踏まえ、できる範囲で夜間かけ流しや気温の低

い朝夕に水を入れ替えを実施しましょう。

調査日：令和８年７月３０日

三田稲作情報【発行・編集】

ＪＡ兵庫六甲三田営農総合センター

お問い合わせ先：079-563-4192

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシイネカメムシ

～高温対策～

薬剤 対照害虫 使用量（/１０a） 使用時期 使用回数

スタークル粒剤 ウンカ類、カメムシ類 ３ｋｇ

ウンカ類 ２５０ｇ～５００ｇ

カメムシ類 ２５０ｇ

ウンカ類
３０００倍　　　　
60～１５０ℓ

カメムシ類
２０００倍　　　　

６０～１５０ℓ

収穫７日前まで 合計３回
スタークル豆つぶ

スタークル顆粒水溶剤

草丈（ｃｍ） 茎数（本） 草丈（ｃｍ） 茎数（本）

コシヒカリ 91.6 23.8 102.2 17

にじのきらめき 85.9 23.3 96.9 25.1

山田錦 68 24 78 23.8

令和８年 令和７年

（１０株調査１圃場あたり）

品種



草丈（ｃｍ） 茎数（本） 草丈（ｃｍ） 茎数（本）

コシヒカリ 63.2 25.8 74.1 20.4

にじのきらめき 56.4 18.3

山田錦 44.6 13.7 50 22

令和８年 令和７年

（１０株調査１圃場あたり）

品種

～ 水 稲 病 害 虫 発 生 予 察 情 報 ～
＜生育調査結果及び直近の管理＞
コシヒカリの生育は、草丈は昨年より短く、茎数は昨年並

です。まもなく幼穂形成期に入る時期となり、水が必要ですの

で、間断潅水で管理を行ってください。

次年度より品種転換するにじのきらめきについては

草丈平均 56.4ｃｍ、茎数 18.3 本となっています。茎数が 16～18本/株程度確保出来ていたら、天候を見て 1週間

～10 日間程度中干しを実施してください。山田錦については、近年の異常気象によって田植えを例年より遅らせてい

る方もいる為、草丈、茎数ともに低い状態です。もう間もなく中干し時期に入りますので、早めに圃場を確認して、1 週

間～１０日程度実施しましょう。

＜病害虫発生状況＞
病害：目立った病気の発生はございませんでした。

害虫：ウンカ類の発生は若干見られる程度で、被害を及ぼす程ではありませんでした。一部圃場にてジャンボタニシ

（スクミリンゴガイ）が確認されております。発生地域の拡大を防ぐために、圃場をよく注意して観察し、対処

してください。鮮やかなピンク色の卵は水中では孵化しないので、卵塊を見つけたら可能な限り水中に

かき落としてください。孵化直前の赤黒い卵は必ず潰しましょう。また、卵、貝には素手で触らないよ

うに注意してください。

＜今後の主な病害虫防除について＞

【カメムシ類】

現状、予察調査では捕まっておりませんが、今後発生することが予想されるため品質維持のため、対策を徹底しま

しょう。出穂の２週間前までには畦畔などの草刈を終えるようにしてください。出穂期に畦畔刈を行うとカメムシ類を本

田に侵入させることになり、斑点米の原因となりますので、下記薬剤を参考に防除してください。薬剤の種類によって使

用時期が異なりますので、登録内容を十分確認しましょう。

三田ではイネカメムシ対策として、空中散布での 2回散布を推奨しています。個人散布の方は JA兵庫六甲暦を参

考に防除をしてください。

＜今後の管理について＞
【出穂前後の水管理】幼穂形成期までに中干しを終え、飽水管理を行います。出穂前後は水を多く必要とする時期

のため、湛水管理をしましょう。

【雑草対策】 雑草・藻の多発田では、肥料分が吸われ、水稲の生育を抑制するので対策をしましょう。

≪一年生雑草及び多年生広葉雑草多発におすすめの中後期除草剤≫

☆アレイル SC（収穫 45 日前まで、出穂始期 15日前まで） 湛水散布または落水散布

☆ゲパード（1 キロ粒剤・ジャンボ）（収穫 60 日前まで） 湛水散布・水田にそのまま投げ入れる

日中の作業はできるだけ避け、水分補給をしっかり行い熱中症防止に努めましょう！

調査日：令和８年７月 10日

三田稲作情報【発行・編集】

ＪＡ兵庫六甲三田営農総合センター

お問い合わせ先：079-563-4192

薬剤 使用量（/１０a） 散布時期 使用時期
キラップ粒剤 ３ｋｇ 出穂10日前～出穂期 収穫14日前まで
スタークル粒剤 ３ｋｇ 出穂5日後 収穫7日前まで



～ 水 稲 病 害 虫 発 生 予 察 情 報 ～
＜直近の管理＞
コシヒカリはおおよそ中干しの時期にさしかかっております。茎数が 16～17 本/株（坪６０株の場合）程度

確保出来ていたら、天候を見て 1週間～10日間程度中干しを実施してください。

山田錦についても中干し時期が近づいています。中干しには過剰な分げつを抑え、1 穂あたりの籾数や登

熟を安定させる効果もございますので、タイミングを逃さないよう、時期の再確認をお願いいたします。

＜病害虫発生状況＞

病害：特に目立った病害の発生は確認されませんでした。

※調査でいもち病は見つかりませんでしたが、出やすい気象条件ですのでご注意ください。

害虫：一部地域ではイネミズゾウムシ及びイネドロオイムシの発生が確認・報告されておりますのでご注意ください。

★今年は兵庫県病害虫防除所より「ヒメトビウンカ」、「いもち病」の発生予想は「平年並」と予想されています。

＜今後の主な病害虫防除について＞

※イネドロオイムシについては加害最盛期被害葉率 20％以上で防除が必要となります。

＜雑草対策について＞

・イネ科雑草・広葉がたくさん発生しているほ場は下記防除が必要です。

・藻類が多発する圃場には下記防除をご検討ください

＜今後の管理について＞
【中干しとその後の水管理】

茎数が目標の８０％に達したら中干しに入ってください。中干しにより無効分げつを抑制し、粒張りを確保し

ましょう。また、中干し終了後は足跡に水が溜まるくらいの飽水管理できる範囲で行い、根の活力を維持しま

しょう。ただし、幼穂分化期（出穂 30 日前）には中干を終えるようにしましょう。

調査日：令和８年６月 26 日

三田稲作情報【発行・編集】

ＪＡ兵庫六甲三田営農総合センター

お問い合わせ先：079-563-4192

薬剤名 適用病害虫名 使用量 使用時期 使用回数 使用方法

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ第1世代

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ

なげこみ
トレボン

水溶性容器4～6個
(200～300mL)/10a

水溶性容器10個
(500mL)/10a

水溶性容器6～10個
(300～500mL)/10a

5葉期以降
収穫21日前まで

3回以内

本田に
水溶性容器
のまま投げ
入れる｡

薬剤名 10a当たり使用量 散布時期 使用方法 総使用回数

薬：1,000ml

水：70L～100Ｌ

落水散布又は
ごく浅く湛水して散布

2回以内
クリンチャー
バスME液剤
（移植水稲）

田植え後15日～
ノビエ５葉期

（但し収穫50日前まで）

薬剤名 適用病害虫 使用量 使用時期　 使用回数

モゲトン粒剤

ウキクサ類、藻類

（アオミドロ・アミ

ミドロ）

２～３㎏３回以内

ウキクサ類、藻類（アオミドロ・

アミミドロ）ｳｷｸｻ類・藻類の発生

始～発生盛期（収獲４５日前ま

で）

三回以内


